
の
二
割
前
後
は
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

３
　
政
党
支
持
と
脱
政
党
化

「
市
民
討
議
」
集
会
を
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
人
は
、
「
知
っ
て

い
る
」
人
に
く
ら
べ
て
、
生
活
へ
の
よ
り
多
く
の
不
満
を
も
ち

つ
っ
も
、
行
政
側
の
設
け
る
ど
の
よ
う
な
広
聴
手
段
に
も
あ
ま

り
関
心
を
も
て
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
ご
ろ

の
生
活
の
悩
み
で
は
「
出
席
し
た
」
人
が
「
車
や
工
場
に
よ
る

騒
音
や
空
気
の
汚
れ
」
「
自
分
の
病
気
や
老
後
の
不
安
」
な
ど

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
で
は
「
住

宅
の
こ
と
」
「
子
ど
も
の
成
長
や
教
育
の
こ
と
」
「
家
計
の
こ

と
」
な
ど
、
直
接
的
な
生
活
上
の
問
題
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
横
浜
で
は
現
在
、
市
民
意
識
の
底
流
に
は
、

役
所
に
対
し
て
、
地
域
の
生
活
環
境
の
問
題
で
な
ん
ら
か
の
話

し
あ
い
の
場
を
望
む
気
持
ち
が
か
な
り
強
く
動
い
て
い
る
半

面
、
一
方
で
は
生
活
環
境
の
問
題
な
ど
他
人
と
あ
ま
り
話
し
た

こ
と
も
な
い
と
い
う
市
民
が
有
権
者
の
三
分
の
一
強
（
一
四
〇

ペ
ー
ジ
、
表
1
3
参
照
）
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
役
所
と
の

集
会
や
話
し
あ
い
に
対
し
て
も
、
自
分
の
生
活
に
精
い
っ
ぱ
い

で
関
心
を
も
て
な
い
と
い
う
人
や
、
役
所
へ
の
不
信
感
か
ら
参

加
す
る
気
持
ち
に
な
れ
な
い
人
た
ち
が
、
少
な
く
と
も
有
権
者

市
民
の
行
政
へ
の
距
離

と
も
、
調
査
で
「
必
ず
投
票
す
る
方
か
、
そ
れ
と
も
棄
権
す
る

方
か
」
と
い
っ
た
質
問
に
対
し
て
は
、
実
際
に
投
票
し
な
い
人

で
も
、
「
投
票
す
る
」
と
答
え
る
人
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
点
、
多
少
の
誤
差
は
あ
る
が
、
表
1
7
に
よ
る
と
、
横
浜
で
お

こ
な
わ
れ
る
各
種
選
挙
の
投
票
率
は
五
八
％
前
後
で
、
実
際
の

選
挙
で
は
、
そ
の
選
挙
へ
の
関
心
次
第
で
こ
れ
に
約
一
〇
％
の

有
権
者
が
「
投
票
し
た
り
、
し
な
か
っ
た
り
」
し
て
プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
こ
れ
に
対
し

て
、
「
あ
ま
り
投
票
し
な
い
」
「
ほ
と
ん
ど
投
票
し
な
い
」
そ
れ

に
「
当
日
不
在
」
の
三
者
を
あ
わ
せ
た
″
棄
権
グ
ル
ー
プ
″

投
票
す
る
人
、

し
な
い
人

市
民
の
政
治
へ
の
関
心
の
ひ
と
つ
の
目
や
す

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
選
挙
に
対
す
る

有
権
者
の
投
票
傾
向
を
み
て
み
ょ
う
。
も
っ
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は
、
約
三
割
で
あ
る
。

「
必
ず
投
票
す
る
」
と
い
う
人
は
、
既
成
政
党
を
支
持
し
、
比

較
的
居
住
年
数
も
長
く
、
持
家
な
ど
の
定
住
市
民
層
で
、
行
政

へ
の
関
心
や
市
役
所
と
の
接
触
も
強
く
、
年
齢
四
〇
歳
以
上
の

人
に
多
い
。
一
方
、
「
投
票
し
な
い
」
人
の
あ
い
だ
で
は
、
積

極
的
に
支
持
す
る
政
党
も
な
く
、
年
齢
は
二
〇
代
と
三
〇
代
、

そ
れ
に
昭
和
四
十
年
以
降
に
転
入
し
て
き
た
人
で
、
寮
や
民
間

ア
パ
ー
ト
と
一
戸
建
借
家
住
ま
い
に
多
く
、
生
活
環
境
へ
の
不

満
や
要
求
を
も
ち
つ
つ
も
、
市
役
所
と
の
接
触
の
少
な
い
人
で

あ
る
。

　
「
投
票
し
な
い
」
理
由
で
は
、
「
投
票
場
が
遠
か
っ
た
り
、
手

続
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
「
勤
め
が
忙
し
い
」
「
身
体
が
不
自

由
」
な
ど
も
あ
る
が
、
「
適
当
な
候
補
者
が
み
あ
た
ら
な
い
」

「
当
選
し
た
人
が
約
束
を
守
ら
な
い
」
「
政
治
に
変
化
が
み
ら
れ

な
い
」
「
無
駄
だ
と
あ
き
ら
め
て
い
る
」
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
候
補
者
や
政
治
に
対
す
る
不
信
感
を
あ
げ
る
人
が
全
体

の
六
割
強
も
あ
る
。

横
浜
の
私
た
ち
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両
党
が
ほ
ぼ
同
率
の
二
二
％
、
公
明
党
六
％
、
民
社
・
共
産
両

党
が
四
～
五
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
四
十
四
年
十
二
月
の

政
党
支
持
率
（
市
民
生
活
調
査
委
員
会
「
市
民
の
生
活
意
識
調

査
」
）
に
く
ら
べ
て
、
「
支
持
政
党
な
し
」
層
が
有
権
者
の
二
三

％
か
ら
三
五
％
に
激
増
し
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
よ
う
に
横

浜
市
民
の
脱
政
党
化
の
傾
向
も
強
ま
っ
て
い
る
。

　
四
十
七
年
総
選
挙
の
投
票
に
つ
い
て
き
い
て
み
る
と
（
図

1
2
）
、
「
支
持
政
党
な
し
」
と
答
え
た
人
は
、
年
齢
別
で
は
二
〇

代
が
き
わ
め
て
多
く
、
四
〇
代
に
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
職

業
別
で
は
販
売
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
や
産
業
労
働
者
・
事
務
職
な

ど
の
被
傭
者
に
比
較
的
多
く
、
四
十
五
年
以
降
の
転
入
者
で
、

民
間
ア
パ
ー
ト
や
間
借
り
、
社
宅
・
寮
な
ど
の
民
営
借
家
層
の

あ
い
だ
で
、
そ
の
比
率
が
高
か
っ
た
。

表-18　横浜市民の政党支持率の推移

脱
政
党
層
は

増
え
る
傾
向

四
十
九
年
四
月
の
横
浜
市
民
の
政
党
支
持
率
を

み
る
と
（
表
1
8
）
、
「
支
持
政
党
な
し
」
層
が
三

五
％
で
い
ち
ば
ん
多
く
、
以
下
、
自
民
・
社
会
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横
浜
の
私
た
ち

図
-
１
２
　
　
年
齢
・
職
業
別
に
み
た
投
琳
票
政
党
（
昭
和
4
7
年
）
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市
民
の
行
政
へ
の
距
離

票
1
9
　
　
横
浜
市
の
衆
議
院
選
挙
党
派
別
得
票
数
・
得
票
率
の
推
移
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七
年
に
か
け
て
の
得
票
率
で
は
共
産
党
が
急
増
し
、
社
会
党
が

や
や
上
向
き
気
味
、
自
民
党
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
公
明
・
民
社

両
党
が
減
少
す
る
と
い
う
、
全
国
的
な
傾
向
の
縮
図
と
も
い
え

る
状
況
で
あ
っ
た
（
表
1
9
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
既
成
政
党
内
部
で
の
得
票
率
の
増
減
は
み
ら

れ
る
が
、
全
体
と
し
て
有
権
者
の
総
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
み

る
と
、
四
十
四
年
・
四
十
七
年
の
投
票
率
は
五
五
％
前
後
で
、

む
し
ろ
低
調
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
選
挙
の

中
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
四
十
六
年
の
横
浜
市
長
選
挙
の
投
票
率

が
六
三
・
五
％
と
高
か
っ
た
こ
と
は
、
総
選
挙
で
の
低
い
投
票

率
や
有
権
者
の
脱
政
党
化
の
傾
向
が
た
だ
ち
に
政
治
的
な
問
題

に
つ
い
て
の
無
関
心
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
生
活
環
境
な
ど
身
近
な
問
題
に
関
係
し
、
し

か
も
候
補
者
に
な
じ
み
の
あ
る
首
長
選
挙
に
は
強
い
関
心
を
も

っ
て
い
る
、
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
物
価
や
福
祉
が
市
民
生
活
に
と
っ
て
切

実
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
四
十
九
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
も

ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
そ
の
投
票
率
は
六
七
％
ま
で
高
ま
り
、
政

治
へ
の
強
い
関
心
を
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
潜
在
的
な
不
満
を
も

っ
て
い
た
市
民
が
、
あ
る
程
度
生
活
に
満
足
し
て
い
た
市
民
も

ふ
く
め
て
、
イ
ン
フ
レ
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
自
か
ら
の

生
活
の
底
板
の
薄
さ
に
あ
ら
た
め
て
不
安
を
感
じ
て
、
変
革
を

求
め
る
気
持
ち
を
表
現
し
た
と
い
う
見
方
を
す
る
人
が
多
い
。

こ
の
参
院
選
挙
に
つ
い
て
は
一
般
に
、
従
来
政
治
に
対
す
る
不

満
や
不
信
を
棄
権
と
い
う
消
極
的
な
態
度
で
示
し
て
き
た
脱
政

党
層
の
一
部
が
、
こ
ん
ど
は
積
極
的
な
抗
議
票
と
し
て
投
票
し

た
こ
と
が
投
票
率
を
上
げ
た
大
き
な
要
因
で
あ
る
、
と
も
論
評

せ
ら
れ
て
い
る
。

軸
に
し
て
、
市
役
所
へ
の
要
望
を
み
る
と
、
自
民
党
の
支
持
層

脱
政
党
化
と

政
治
的
関
心

つ
ぎ
に
、
横
浜
に
お
け
る
過
去
三
回
の
総
選
挙

の
党
派
別
得
票
数
と
得
票
率
の
推
移
か
ら
市
民

の
投
票
傾
向
を
み
る
と
、
四
十
四
年
か
ら
四
十
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政
治
意
識
と

生
活
意
識

脱
政
党
層
な
ら
び
に
各
党
支
持
層
の
生
活
環
境

や
行
政
へ
の
関
心
な
ど
は
ど
う
か
。

　
ま
ず
、
四
十
七
年
総
選
挙
で
の
投
票
政
党
を



で
は
「
道
路
」
「
下
水
道
」
「
清
掃
」
な
ど
へ
の
関
心
が
、
ま
た

共
産
党
の
支
持
層
萱
は
「
社
会
福
祉
」
「
住
宅
」
「
交
通
対
策
」

「
公
害
」
「
保
育
・
教
育
問
題
」
な
ど
へ
の
関
心
が
強
い
。
一

方
、
社
会
党
の
支
持
層
は
、
自
民
・
共
産
両
党
の
中
間
的
な
傾

向
を
み
せ
、
公
明
党
支
持
層
で
は
「
住
宅
」
を
あ
げ
る
人
が
多

く
、
ま
た
民
社
党
支
持
層
で
は
「
悩
み
は
な
い
」
と
い
う
人
が

他
党
派
に
く
ら
べ
て
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
棄
権
し
た
人

は
「
住
宅
」
「
社
会
福
祉
」
「
消
費
者
対
策
」
な
ど
に
強
い
関
心

を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心

を
み
せ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
棄
権
層
の
な
か
に
は
、
市
民
福

祉
の
基
礎
的
な
条
件
が
満
た
さ
れ
ず
、
い
わ
ば
日
常
、
市
民
社

会
の
構
造
的
な
ひ
ず
み
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
多

く
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
現
住
地
の
居
住
感
で
は
、
民
社
、
自
民
、
共
産
各
党
の
支
持

層
の
順
に
「
住
み
よ
い
と
こ
ろ
」
と
答
え
る
人
が
多
く
、
社
会

党
支
持
層
は
ほ
ぼ
全
市
民
の
平
均
並
で
六
割
、
逆
に
公
明
党
支

持
層
に
は
「
住
み
に
く
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
。
ま
た
、

毎
日
の
生
活
に
は
っ
き
り
「
満
足
し
て
い
る
方
だ
」
と
い
え
る

市
民
の
行
政
へ
の
距
離

人
は
、
自
民
党
支
持
層
に
い
ち
ば
ん
多
く
、
そ
の
割
合
は
六
割

強
を
占
め
、
社
会
・
民
社
両
党
の
支
持
層
は
「
ま
あ
満
足
」
の

方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
明
党
支
持
層
で
は
半
数
以
上

が
「
不
満
・
や
や
不
満
が
あ
る
方
だ
」
と
答
え
、
共
産
党
支
持

層
に
な
る
と
四
割
近
く
が
「
不
満
が
あ
る
」
に
傾
い
て
い
る
。

に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
住
宅
困
窮
世
帯
で
広
聴
手
段

を
利
用
す
る
人
の
割
合
が
少
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
す
る
と
、

共
産
・
公
明
両
党
支
持
層
に
は
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
の
割
合

が
多
い
の
に
、
広
聴
手
段
の
利
用
率
も
高
い
と
い
う
こ
と
は
特

徴
的
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
「
支
持
政
党
な
し
」
の
層
で
は
、

「
不
満
は
あ
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
沈
黙
層
が

も
っ
と
も
多
く
、
半
数
を
占
め
て
い
る
（
図
1
3
）
。

　
さ
ら
に
、
行
政
へ
の
関
心
で
は
、
生
活
環
境
や
公
共
施
設
の

問
題
で
、
市
民
と
市
役
所
が
話
し
あ
う
機
会
が
あ
れ
ば
「
進
ん

政
党
支
持
層

と
参
加
意
識

つ
ぎ
に
、
市
役
所
と
の
接
触
で
は
、
既
成
政
党

の
支
持
層
、
と
り
わ
け
共
産
・
公
明
両
党
の
支

持
層
で
は
広
聴
手
段
の
利
用
率
が
高
い
。
す
で
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で
参
加
す
る
」
と
い
う
人
は
社
会
・
共
産
・
公
明
・
民
社
四
党

の
支
持
層
に
多
く
、
自
民
党
支
持
層
と
「
支
持
政
党
な
し
」
の

層
に
な
る
と
、
「
参
加
し
な
い
」
と
い
う
人
が
「
進
ん
で
参
加

す
る
」
人
の
割
合
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
支
持
政

党
な
し
」
の
層
で
は
、
既
成
政
党
支
持
層
に
く
ら
べ
る
と
、
高

図一13　支持政党別にみた市役所への接触

速
道
路
や
ゴ
ミ
焼
却
工
場
の
建
設
に
「
反
対
す
る
」
人
の
割
合

が
少
な
く
、
「
わ
ず
ら
わ
し
い
か
ら
何
も
し
な
い
」
と
答
え
る

人
が
多
く
な
っ
て
、
環
境
に
対
す
る
関
心
も
消
極
的
な
の
が
目

立
つ
。

図一14　政治的な関心と行政への距離
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